
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本本本本カタログカタログカタログカタログにににに掲載掲載掲載掲載されているされているされているされているデータデータデータデータははははトマッタトマッタトマッタトマッタ―№―№―№―№1111（（（（プロプロプロプロ仕様仕様仕様仕様））））のののの製品製品製品製品データデータデータデータですですですです。。。。    

 

自分自分自分自分でででで出来出来出来出来るるるる滑滑滑滑りりりり止止止止めめめめ    

トマッタ―№1 

� 歩道、玄関先、エントランス、風呂場、階段、スロープ、 

トイレ、プール等に滑らない安全構造を作ります。 

� トマッタ―№１での施工後の床盤面は、施工前に比べ

水に濡れると滑り抵抗係数が 150％～400％にも増強さ

れます。 

 

 

ケイ酸化合物質で濡れると滑りやすい

石質表面に対して、トマッタ―№1 を使

用して防滑処理を行なうと水の連続被

膜を防止して、石質表面を滑りにくい構

造に作り変える不思議な構造改善機能

の安全液剤です。 

（石全般、大理石、タイル、セラミック、 

ガラス、コンクリートの滑り止め液） 



■ トマッタトマッタトマッタトマッタ―№―№―№―№1111 とはとはとはとは・・・・・・・・    

○○○○滑滑滑滑るるるる条件条件条件条件    

    

    

    

    

    

    

    

○○○○トマッタトマッタトマッタトマッタ―№―№―№―№１１１１のののの原理原理原理原理とととと防滑効果防滑効果防滑効果防滑効果    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■    滑滑滑滑りりりり抵抗値抵抗値抵抗値抵抗値とととと床材床材床材床材のののの色合色合色合色合いいいい・・・・光沢等光沢等光沢等光沢等についてについてについてについて    

            ○○○○滑滑滑滑りりりり抵抗値抵抗値抵抗値抵抗値    

            

    

    

    

    

○○○○床床床床のののの光沢光沢光沢光沢・・・・色合色合色合色合いのいのいのいの変化変化変化変化についてについてについてについて    

    

            

    

    

    

■ 防滑効果防滑効果防滑効果防滑効果のののの持続性持続性持続性持続性    

    

    

    

    

� 足が滑る現象は、床面と足の間に水の連続被膜が出来た時に、人の重心が水の連続被膜により抵抗の少

ない方向に動き、バランスを失い滑ります。 

� 単に床面が濡れていても、水の連続被膜が構成されなければ滑ることはありません。滑る運動量（滑る距

離）は水の連続被膜の大きさに関係します。 

� 滑らない状況（防滑構造）をつくるには、水の連続被膜状態を防止して物理的な平滑状態を無くせば、床面

に遅行のない状態が無くなり、バランスを失うことを防ぐことが出来ます。 

① トマッタ―№1 は無臭で混酸で、石油を使用しな

い不燃性の特殊水溶液です。 

② トマッタ―№1 はタイルや石等（以下「タイル等」）

に含まれているガラス質(珪酸質)と化学反応し、

散布するとタイル等の表面のガラスを溶かして、

極小の多数の多様な溝を(タイル等の)表面に形

成します。 

③ トマッタ―№1 により形成された多数の溝により、

タイル等の表面に(通常人の目では確認出来な

い)凹凸が出来て、湿潤時に水の連続被膜状態

を防止し、滑りにくい表面構造に作り変えることが

出来ます。 

 

〔〔〔〔トマッタトマッタトマッタトマッタ―№―№―№―№1111 防滑処理防滑処理防滑処理防滑処理／／／／拡大写真拡大写真拡大写真拡大写真〕〕〕〕    

� トマッタ―№1 による防滑処理では、(タイル等の)床材の表面に極小な多数の溝を形成することにより、湿

潤時に水の連続被膜を防止して、滑りを抑制します。 

� 弊社のデーターでは、湿潤状態のタイル等をトマッタ―№１施工前と施工後で比べた場合に、滑り抵抗係

数が 150～400％増強されます。 

� トマッタ―№１による防滑処理によりタイル等の光沢や色合いが変化することがあります。これは、物質そ

のものの色が変化しているのではなく、滑り止め効果を強くすることにより、表面に形成される多様な溝の

数が多くなり、光の乱反射がおこり、光沢・色合いが視覚上変化して見えているからです。湿潤状態では防

滑処理を施す前と同一に見えます。 

� トマッタ―№1 による防滑処理は、（タイル等の）床材の表面に極小の多数の多様な溝を形成することにより

効果が発揮されます。したがって、溝がその深さを保っている間は効果が持続します。歩行頻度によりかな

り差があります。弊社の行った調査では、３～５年は効果が持続するという結果がでています。 



■ トマッタトマッタトマッタトマッタ―№―№―№―№１１１１のののの用途用途用途用途    

● 人人人人がががが集集集集まるまるまるまる場所場所場所場所        ●●●●    歩道歩道歩道歩道        ●●●●    玄関先玄関先玄関先玄関先        ●●●●    エントランスエントランスエントランスエントランス        ●●●●    風呂場風呂場風呂場風呂場        ●●●●    階段階段階段階段    

● スロープスロープスロープスロープ        ●●●●    キッチンキッチンキッチンキッチンのののの床床床床        ●●●●    プールプールプールプール    etc.etc.etc.etc.    

    

    

    

■ 処理処理処理処理手順手順手順手順    

            

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

■ トマッタトマッタトマッタトマッタ―№―№―№―№1111 のののの特長特長特長特長    

○ 無臭無臭無臭無臭、、、、無色透明無色透明無色透明無色透明、、、、不燃性不燃性不燃性不燃性のののの安全安全安全安全なななな数種数種数種数種のののの混酸駅混酸駅混酸駅混酸駅でででで弱酸性弱酸性弱酸性弱酸性のののの機能液剤機能液剤機能液剤機能液剤ですですですです。。。。    

                    ●●●●ｐｈ・・・・・４～５     ●構成・・・・・混酸      ●耐腐食性・・・・・軽度      ●耐飛散性・・・・・良好 

    ●有害煙霧・・・・・無   ●凍結温度・・・・・０度   ●凍結による損傷・・・・・無   ●貯蔵期限・・・・・無期限    

        

○ 推奨塗布量推奨塗布量推奨塗布量推奨塗布量    

    ●●●●リットル／10 ㎡     ●1 ㎡／100cc    

    

    

    

    

    

    

    

    

① 汚れた床面をポリッシャーを使用して水で洗浄す

る。（油分、埃等による汚れは洗剤で洗浄して下さ

い） 

② 洗い流した水を丁寧に水切りする。 

③ トマッタ―№1 を散布機で均一に塗布する。 （1 ㎡

当り 100cc が目安） 

④ ポリッシャーで満遍なくブラッシングをする。 

⑤ 30 分位養生してからきれいに水洗いする。 

⑥ 水洗い後水切りをして使用可能です。 

※施工場所の近辺にガラスや金属質のものがある場

合は、必ず処理前に液剤がかからない様に養生をして

下さい。 

 

 
上記は、プロの施工事例です。ご自分で処理され

る場合はデッキブラシをご用意いただき取扱説明

書に添って滑り止め処理が可能です。 



● トマッタトマッタトマッタトマッタ―№―№―№―№１１１１処理処理処理処理のののの摩擦係数摩擦係数摩擦係数摩擦係数についてについてについてについて        ●●●●    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

床面の耐滑性の評価方法はいくつか提案されていますが、オーソライズされた規格がないのが

現状のようです。 

『東京都福祉のまちづくり条例』では、ASTM E303という試験方法で測定したBPNという単位の値

を「滑りにくさ」の目安として採用し、『BPN40 以上が望ましい』と記載されています。しかし、この測

定方法は、動摩擦係数の測定方法であり、床材の耐滑性の相対比較には一つの目安として用いる

ことは出来るかもしれませんが、接触は床材等の平面に対して線接触となっており、つま先あるい

は、かかとで蹴り飛ばすような状態に相当するため、本来の耐滑性評価の基準としては適切でない

という意見もあります。（東北大学 堀切川教授） 

東北大学の堀切川教授らの研究によると、人間が一般的な速度（５～６km/h）で歩行する場合

に、滑りを生じずに安全に歩行するために必要とされる靴底と床面の静摩擦係数地は、0.3 未満で

あれば滑りが生じ、0.6 以上であれば極めて滑りが生じにくい状態であると解説されています。 

弊社では、この静摩擦係数による測定方法を基本として、タイル等の湿潤状態での静摩擦係数

値（μs）がトマッタ―№1 による防滑処理により、未処理のものと比べ 150～400%増強するように設

定しています。 



すべりすべりすべりすべり測定測定測定測定データデータデータデータ    

 

 

※ 本データは、平面接触子（ゴム板付）のスリップメーター Type：TL501 による計測データです。 
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■ 施工例施工例施工例施工例    
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